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奈良と言えばシカ！という

イメージは多くの人が共有しているよね？日本

で見かけるシカは「ニホンジカCervus nippon」

といって、主要四島から離れた島まで、日本各

地に生息しているよ。

ニホンジカは、数千年間の歴史のなかで、狩

猟対象とされてきたよ。その一方で鹿島神宮や

春日大社では、日本神話の建御雷命の使い「神

鹿」として信仰の対象とされてきたよ。今でも

奈良公園のシカは、国の天然記念物として保護

されているよ。

ところで、これらの文化的に保護されてきた

シカって、周辺の野山に生息しているシカと区

別がつくのかな？長い距離を移動できる動物だ

から保護地区の内外を行き来きしているかもし

れないし、保護地区にだけ特別な系統が生きて

いるかもしれない。特に、1000年以上も保護さ

れてきたとされている奈良公園のニホンジカな

ら、特別な系統がみつかるかもしれないよ。

1.神様のシカ

奈良公園内のニホンジカ
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系統がいつ分岐し

たのかを核DNAのデータから推定してみると、

約1400年前頃に奈良公園の集団が分岐し、その

後、東部と西部の集団への分岐したという結果

になったんだ。推定値には幅があるんだけど、

奈良公園のシカがとっても古い系統というのは

間違いないんだね。

春日大社が創建されたのは神護景雲2年、西

暦で言えば768年だよ。春日大社周辺でシカが

保護されてきた事と、遺伝子の分岐年代が一致

する事は、偶然とは考えにくいよね？という事

は、奈良公園のシカは、春日大社周辺で人間に

よって守られたから生き残ることができたシカ

の子孫ということになるんだ！

3. 奈良のシカの起源
奈良公園のシカの遺伝的な

特徴を調べるために、研究チームはミトコンドリ

アと核のDNAを調べたよ。今回調べた294個体では、

紀伊半島全体で18種類のミトコンドリアのタイプ

が見つかったけど、奈良公園に生息するニホンジ

カは、他の場所では一切みられない独自のタイプ

を持つ事が判明したんだよ！

核DNAの集団遺伝構造解析では、紀伊半島のニ

ホンジカは半島の東部と西部、そして奈良公園と

いう3つの集団に分かれる事、紀伊半島中央部で

は東部の集団と西部の集団が混ざっている事が分

かったんだよ。ミトコンドリアDNAでも核DNA

でも、奈良公園のニホンジカの集団は他とは違う

ことがわかるね！

2. 分析の結果

ニホンジカは、害獣として駆除されたり、食肉

とされた歴史から、色んな地域で数が一度激減しているよ。逆に、最近

はいろんなところで、ニホンジカの数が増えすぎてしまって、たくさん

の問題が起こってもいるよ。だから、人間とニホンジカとの共存はとっ

ても難しい課題なんだ。これから私たちが野生動物と共存していくため

にも、生き物の歴史や多様性、その保護についての研究に関心を持てる

といいね！

4. 研究のまとめ

この図は紀伊半島のシカ

のミトコンドリアDNAの

関係性を表しているよ。

遺伝的に近縁なタイプが

近くに配置されていて、

一番左のS4というハプ

ロタイプは奈良公園だけ

でみつかったんだ。

この図は細い縦長のバーそれぞれ

が分析したシカ1個体の遺伝的な

組成を表現した図だよ。紀伊半島

の中で奈良公園だけが、違う色に

なっていて、他とは異なる遺伝的

な集団になっていることがわかる

ね。
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